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平成２９年度 バイオマスに係る市町村支援の進め方

市町村 北海道

出前訪問

◆市町村との協議、アドバイス
◆具体的な支援策の提案

◆ワンストップ窓口
（循環型社会推進課 ﾊﾞｲｵﾏｽG）
〈連携〉 関係部局、振興局

市町村の要望
に応じ対応

〈市町村からの支援依頼
を基に調整〉

１） 日時、場所
２）支援内容
３）支援体制 等
・利活用支援チーム
・市町村設置の協議会等
へ委員参加
・HBN会議利活用検討部会
の新WG 等々

① ｱﾝｹｰﾄ調査等（意向調査）

◆普及啓発から技術的な助言など
人材派遣 （単発的な支援）

ﾊﾞｲｵﾏｽｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派遣事業

◆会員一覧（詳細版）を基に市町村から
の相談等に対応 [事務局として紹介]

HBN会議会員一覧（詳細版）
の情報提供

HBN会議地域連絡部会

会員一覧
（詳細版）

③ 市町村からの支援依頼

◆バイオマス利活用に係る課題

【第一段階】

【第二段階】

②道の
対応

市町村の要望
に応じ対応

④調整

～市町村のメリット～
技術的専門的な助言が
受けられる！

・各市町村の実態に応じ

たﾊﾞｲｵﾏｽ利活用に係る
方向性の検討
・市町村の抱える個別・
具体的な課題の検討
・FS調査実施や都市構想
策定に向けた助言 等

【利活用支援チーム（仮称）の派遣】

※ NPO法人バイオマス北海道が中心と
なって支援チームを構成する

【新WGの立上げ 市町村支援】

※市町村の要望に応じ、継続的な事業
検討を行うWGを設置し、支援実施

❶「バイオマス」利活用に着手
するため、必要な情報・手順
などの整理をしたい

❷「バイオマス」の選定や活用
方法等の検討を深めたい

❸選んだ「バイオマス」を活用
する上で、必要な設備、能力
やコスト等、具体的な情報を
入手したい

❹地域実態に即した施設整備
や運営体制等を、具体的に
検討したい

❺地域の関係者を含む、事業
の検討・推進組織を立上げ
たい

❻施設整備等に係る支援制度
に応募したい

HBN会議利活用検討部会

＊第二段階から道はHBN会議と
連携しながら支援していく



当別町のバイオマス利活用に関する取組

当別再生エネルギー

/木質バイオマス

産業創造勉強会

当別町バイオマス

（有機性廃棄物等）

地域循環創造勉強会

当別町町民有志による勉強会

H27.3　町長に提言
この取組みを町としても具体化に

向けて取り組んでいく

生ごみなどの廃棄物を
バイオマス資源として
再利用することを目指

した勉強会

 



H28年度支援事業の概要

★　第１回関係者打合せ　
H28年6月27日　於：道庁
参加者：道庁、当別町、NPOBH

・当別町からの支援要請

★　第２回関係者会議　
H28年7月12日　於：北大NPOBH事務局　
参加者：道庁、当別町、NPOBH
・当別町の活動予定とNPOバイオマス北海道の協力事項
　の確認
・エネルギー政策室としてもごみ処理の現状を把握する
　必要がある

 



H28年度支援事業の概要

★　第3回関係者会議　
H28年10月26日　於：北大NPOBH事務局
参加者：道庁、当別町、NPOBH

・当別町のごみ処理の現状の報告
（処理量・処理費・処理施設etc.）
・町民有志の輪を広く一般住民に拡げる取組みの必要性
（ワークショップの開催）
・廃棄物担当課との連携の必要性

★　第4回関係者会議　
H28年12月2日　於：北大会議室　
参加者：道庁、当別町、NPOBH
・ワークショップの進め方等の打合せ

 



H28年度支援事業の概要

★「廃棄物から当別町の未来を考えるワークショップ」の開催　

H28年12月13日　於：当別町役場会議室

参加者数：22名（町民13名、町職員4名、道2名）

（写真）

 







H29年度支援事業の概要

★　打合せ　

H29年6月8日　於：当別町役場会議室

参加者：当別町、NPOBH

・当別町機構再編　

　　エネルギー政策室が企画部から経済部へ

　　林務部門と統合

・29年度の当別町の事業計画とNPOBHへの支援要請

　　内容（調査方法のアドバイスと分析）

・廃棄物担当課との連携（ごみ組成調査の実施）

 



H29年度支援事業の概要

★　ごみ組成調査実施に向けた勉強会　

H29年12月1日　於：北大NPOBH事務局　

参加者：道庁、当別町職員（エネルギー政策室、環境生活課）、
町民有志、NPOバイオマス北海道

・ごみの収集・運搬計画・調査方法マニュアルの説明

・実施主体の確認→後日、当別町が主体となることに決定、

　環境生活課からNPOBHに協力要請がなされました。

 



H29年度支援事業の概要

作業マニュアル－作業進行表

 



H29年度支援事業の概要

★　燃やせるごみ組成調査の実施　

H30年2月20日　於：石狩衛生センター

参加者：道庁、当別町職員（エネルギー政策室、環境生活課）、
当別町町民有志、NPOBH

★　組成ゴミの性状分析　

H30年2月21日～3月9日　於：北大実験室

 

・破袋＋四分法×２　9時～10時　ごみ210㎏程度

・組成分析（午前）　約2時間（試料採取、15種含む）
　　　　　　　　　　ごみ44ｋｇ程度

・組成分析（午後）　約1時間15分（分析のみ）
　　　　　　　　　　ごみ60kg程度※計8名で実施

燃やせるごみ

72％






